
 

 

 

 

 北海道ＴＭＲセンター連絡協議会 

 

 第 ２０ 回 定 期 総 会 議 案 書 

 

 

 

 

 

 

 時：令和７年１１月６日（木） 

 13時 00分～13時 20分 

 於：第二水産ビル 8F A会議室 

  



 

 

北 海 道 Ｔ Ｍ Ｒ セ ン タ ー 連 絡 協 議 会 

第 ２０ 回 定 期 総 会   次  第 

 

時 ： 令和７年 11 月 6 日（木）13:00～ 

於 ： 札幌市 第二水産ビル 8F A 会議室 

 

1. 開 会 

 

 

2. 会 長 挨 拶 

 

 

3. 議 長 選 出 

 

 

4. 議 案 審 議 

 

【第一号議案】 北海道 TMR センター連絡協議会 20 周年記念式典開催報告の件 

 

【第二号議案】 令和 6 年度事業報告並びに事業収支報告承認の件 

 

【第三号議案】 令和７年度事業計画（案）並びに事業収支予算（案）承認の件 

 

5. その他協議事項 

 

 

6. 議 長 解 任 

 

 

7. 閉 会 
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【協議会設立の趣旨及び活動目的】 

 

近年、北海道内でＴＭＲセンターの設立が相次いでおり、更に稼働を目指して準備中のセン

ターや組織化がなされて事業内容を検討中の組織、今後組織化を模索している地域など組

織化が進む傾向にあります。 

令和７年３月付の資料では、道内では８９センターが稼働しており、また近年、農協営とし

て運営されるセンターが増えています。 

各ＴＭＲセンターそれぞれ、設立経過や運営形態、粗飼料基盤の内容は異なってはおります

が、設立趣旨や事業の目的には数多くの共通点が見られます。 

 

 先行して事業を行っているＴＭＲセンターの多くは、法人組織が主体であり構成員は法

人役員や各作業の従事者として経営及び作業に参画しております。 

出資構成員は、具体的に｢会社経営｣と｢個人経営｣の両方を考えなくてはなりません。また、

常に会社は構成員（参加者）全員の情報の共有が不可欠になります。 

 

設立当初のＴＭＲセンター組織は、構成員同士の情報の共有化は比較的行われております

が、各地域で運営されているＴＭＲセンター同士の情報交換を行える環境にありませんで

した。また、お互いに会社運営の情報・機械等の情報・飼料情報及び各種研修する機関、更

には北海道各地でＴＭＲセンターを設立したいと考えている意欲的な酪農経営者に対し、

ＴＭＲセンター設立、運営等の共通する情報を提供する機関も少ないのが現状でした。 

  

 北海道のＴＭＲセンターの今後の発展を含め、各ＴＭＲセンターがお互いの法人経営の

運営、各種研修会、及び北海道各地に展開されるＴＭＲセンターの設立に対し情報提供等を

行える組織を作り、更にはすでに運営されているＴＭＲセンターには、お互いの意見交換や

共通課題の発見・解決に取り組む事を目的とした組織作りが必要であるとの多くの要望か

ら「北海道ＴＭＲセンター連絡協議会」を平成１８年１０月に設立致しました。 
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【第一号議案】 北海道 TMR センター連絡協議会創立２０周年記念式典開催の報告 

－北海道 TMR センター連絡協議会創立２０周年記念式典開催報告－ 

 

北海道 TMR センター連絡協議会は平成１８年(２００６年)１０月に設立し、令和８年(２

０２６年)に設立から２０年の節目を迎えます。 

法人正会員の皆様のご協力や賛助会員様、関係機関の皆様のご支援、ご協力を得てここまで

活動することができ TMR センターの普及や北海道酪農業界への拡大に尽力してきました。 

設立当初から会員様も大きく増え現在では北海道にある TMR センターの 7 割超に賛同し

ご加入いただいております。 

 

伴いまして、来たる２０年目の節目となる令和 7 年の総会に向け、令和 7 年 7 月１６日に

記念式典を開催いたしましたのでご報告いたします。また、第２０回総会時には創立２０周

年記念講演を開催いたします。 

 

【北海道 TMR センター連絡協議会創立２０周年記念式典】 

令和７年７月１６日 (火)   於：札幌市 札幌ガーデンパレス 

  来場者数：農林水産省、北海道農政部、法人正会員など８３名 
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－創立 20 周年記念式典収支一覧－ 
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【第二号議案】 令和６年度事業報告並びに事業収支報告承認の件 

－令和６年度事業報告－ 

 

（1）会員動態  

令和７年９月末現在、下記のとおりＴＭＲセンターをはじめ多くの関係する方々に協議会

にご参画頂いています。法人正会員はＴＭＲセンターであり、当協議会に参画されているＴ

ＭＲセンターは道内各地で稼働している全ＴＭＲセンターの約 7 割強を占めています。 

さらに飼料、肥料、農業機械、農業生産資材等を扱う多くの関係会社を始め、ＪＡなども賛

助会員として当会活動に参画して頂いております。 

（令和７年度 9 月末時点 会員数） 

 正会員（法人）          ７０会員 

 正会員（個人）           ８会員 

 賛助会員        １０７会員 

 合 計         １８５会員 

令和６年度には、法人正会員１会員が新たに参画頂きました。 

（2）総会、研修会及び諸会議  

【第 1９回定期総会】 

《第一号議案》令和５年度事業報告並びに事業収支報告承認の件 

《第二号議案》北海道 TMR センター連絡協議会２０周年記念式典の開催に関して承認の件 

《第三号議案》令和６年度事業計画（案）並びに事業収支予算（案）承認の件 

《第四号議案》任期満了に伴う役員改選について 

 

【令和６年度 TMR センター代表者会議】 

令和６年度は、令和 6 年 4 月１４日(月)に通常開催いたしました。 

・講演１『プロスポーツチームの価値づくり』 

 講師：株式会社レバンガ北海道代表取締役 CEO  

横  田   陽 氏 

・講演２『国産飼料をめぐる情勢と予算の概要』 

 講師：農林水産省畜産局飼料課飼料増産振興班課長補佐 

  野 中  陽 子 氏 
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【役員会】 

第 1 回   令和６年１１月１９日 (火)    於：札幌市 第二水産ビル８階４G 会議室  

第 2 回  令和７年 １月２７日 (月) 於：札幌市 北農ビル 19 階第１会議室 

第 3 回  令和７年 ４月１５日 (火） 於：札幌市 北農ビル 19 階第６会議室 

第 4 回  令和７年 ７月１７日 (木)   於：札幌市 北農ビル 19 階第５会議室 

第 5 回  令和７年 ９月１０日（水） 於：札幌市 北農ビル 19 階第１会議室 

 

【監査の実施】 

令和７年 ７月１７日（木）   監事による中間監査 

令和７年１０月１４日（火）  監事による決算監査 

（3）行政機関等との意見交換会 

・令和７年１月２８日（火）北海道農政事務所、北海道農政部に会長、副会長、筆頭理事、

代表監事が訪問し意見交換会等を行いました。 

・令和７年４月１５日（火）北海道農政事務所、北海道農政部と全役員にて意見交換会等を

行いました。 

・令和７年５月８日（木）農林水産省本省に会長、副会長、筆頭理事、代表監事が訪問し意

見交換会等を行いました。 

・令和 7 年 5 月８日（木）日本草地畜産種子協会に会長、副会長、筆頭理事、代表監事が訪

問し意見交換会等を行いました。 

※令和７年１０月 2 日（木）自民党本部畜産酪農対策委員会に会長が出席し意見交換を行

いました。 

（4）粗飼料の流通促進  

会員ＴＭＲセンターへ毎月ＦＡＸにてお知らせし、粗飼料が「余っているセンター」と「足

りないセンター」を事務局にて取りまとめ、当会 HP の会員ページ内にて情報開示による粗

飼料の流通促進を実施しました。 

（5）広報活動・災害復旧支援 

 1. 広報活動 

HP の問い合わせフォームや会員からの紹介を通しての情報提供依頼への対応 

・農林水産省様の要望調査にご協力をいたしました。 

・北海道農政部様の施策案内にご協力をいたしました。 

2. 会員ＰＲのコーナー 

会員のバナー掲載料を無料にし、積極的にＰＲ活動をしております。 
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 －令和６年度事業収支報告－   

 



- 7 - 

 

－残高証明（北洋口座）－  
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－残高証明（信連口座）－  
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【第三号議案】 令和７年度事業計画(案)並びに事業収支予算(案)承認の件 

－令和７年度事業計画（案）－ 

 

令和７年度は設立趣旨にもありますＴＭＲセンター間のより一層の情報交流を図るべく、

以下の活動を展開して参ります。 

令和元年から３年度にかけては新型コロナウイルスの影響により主立った活動に制限が掛

かってしまいましたが、令和４年度から令和５年度にかけて通常通りの催しを行えるよう

になって参りました。令和６年度には農林水産省、北海道農政部との意見交換会も再開とな

り、また創立２０周年記念式典も開催することができました。令和７年度はそこから更に

TMR センター同士で活発に情報交換を行える場を提供したいと考えております。また、若

手リーダーが情報交換を行える場の企画検討も行って参りたいと考えております。 

 

1. ＴＭＲセンター関連の情報交換、技術交流等についての情報収集、意見交換を促進する

ための研修会、講習会等の開催。 

・ 研修会の開催 

《総会》         令和７年１１月 ６日（木）     

《ＴＭＲセンター代表者会議》    令和８年 ４月１４日（火）予定  於：札幌市 

《ＴＭＲセンター若手リーダー研修会》 令和８年 開催時期・場所未定    

  

2. 国及び地方自治体による各種支援施策に関する情報収集 

・ 行政組織等との意見交換、情報収集の実施 

 

3. ホームページリニューアル 

・ ホームページをリニューアルし積極的な情報交換を行う。 

・ リニューアルを行ったホームページで分かりやすく幅広い情報の提供を行う。 

・ ホームページにて「粗飼料斡旋コーナー」を活用した粗飼料流通の拡大を目指す。 

 

4．協議会パンフレットリニューアル 

・ 協議会パンフレットをリニューアルし TMR センターの情報発信の場を拡大する。 

 

5. その他目的の達成に必要とする事項についての活動 

・ 役員会の開催（年５回開催予定）。 

 

6．その他報告事項 

・一般社団法人化の検討を行う委員会の準備をする。 
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－令和７年度事業収支予算（案）－ 
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【会員名簿】                          令和７年９月末日 

[法人正会員] ７０会員  
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[個人正会員] ８会員  
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[賛助会員] １０７会員  
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